
( ）

       １０３人

         １０人

       １１３人

       １０３人
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       １０３人

         １０人

       １１３人

　　　 １１３人

　

平 成 ３０ 年 度 事 業 計 画 書 

平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 から 平成 ３１ 年３ 月３ １日 まで

第１　奨学金等給与事業 74,257 千円

人

計 １２ 人

給　与　期　間 １２ 月

１　学用品費（月額）の給与

(1) 幼稚園等に在園等する３歳以上の奨学生

総 数

継 続
（月額　１０，０００円）

０ 人

新 規 １２

計 ５５ 人

給　与　期　間 １２ 月

(2) 小学校、義務教育学校前期課程又は特別支援学校小学部に在学する奨学生

総 数

継 続
（月額　１０，０００円）

４１ 人

新 規 １４ 人

人

計 ５４ 人

給　与　期　間 １２ 月

(3) 中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程又は特別支援学校中学部に在
学する奨学生

総 数

継 続
（月額　１２，０００円）

５１ 人

新 規 ３

２　奨学金（月額）の給与

(1) 高等学校、中等教育学校後期課程、高等専門学校３年以下の学年又は専修学校高等
課程に在学する奨学生及び特別支援学校高等部に在学する奨学生

総 数

継 続 ６４ 人

新 規 ８ 人

計 ７２ 人

（月額　２５，０００円） ２３ 人

計 ７２ 人

国・公立
私 立 別

国 ・ 公 立 （月額　１７，０００円） ４９ 人

私 立

給　与　期　間 １２ 月
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       １０３人

         １０人

       １１３人

　　　 １１３人

       １０３人

         １０人

       １１３人

　　　 １１３人

総括表

( ) ( ) ( ) （ ）

( ) ( ) ( ) （ ）

(2) 大学、大学院、高等学校専攻科、高等専門学校４年以上の学年又は専修学校専門課程

に在学する奨学生

総 数

継 続 ６６ 人

新 　規 ９ 人

計 ７５ 人

７５ 人

給　与　期　間 １２ 月

(3) 諸外国の大学又は大学院に在学する奨学生

国・公立
私 立 別

国 ・ 公 立 （月額　３０，０００円） ９ 人

私 立 （月額　３５，０００円） ６６ 人

計

総 数

継 続 ０ 人

新 　規 ３ 人

計 ３ 人

計 ３ 人

給　与　期　間 １２ 月

（月額　　５０，０００円） ０ 人

丙 地 方 （月額　　４０，０００円） ０ 人

地域別

指 定 都 市 （月額　１００，０００円） ２ 人

甲 地 方 （月額　　６０，０００円） １ 人

乙 地 方

海外留学生 計

継 続 ４１ ５１ ６４ ６６ ０ ２２２

区 分 園児等 小学生 中学生 高校生 大学生等

人

新 規 １２ １４ ３ ８ ９ ３ ４９ 人

５８ 人

私 立 ２３ ６６

国・公立 ４９ ９

８９ 人

計 １２ ５５ ５４ ７２ ７５ ３ ２７１ 人

前年度対比

区 分 園児等 小学生 中学生 高校生 大学生等 海外留学生 計

３ ２７１ 人

２９年度 - ５８ ６０ ７８ ６６ -

３０年度 １２ ５５ ５４ ７２ ７５

２６２ 人

人増減 １２ △ 3 △ 6 △ 6 ９ ３ ９
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       １０３人

         １０人

       １１３人

       １０３人

         １０人

       １１３人

       １０３人

         １０人

       １１３人

       １０３人

         １０人

       １１３人

       １０３人

         １０人

       １１３人

       １０３人

         １０人

       １１３人

前年度対比

人

計 １２ 人

一時金（１人当たり） ５０,０００ 円

３　一時金の給与

(1) 幼稚園等に入園等又は在園等する３歳以上の奨学生　

総 数

継 続 ０ 人

新 規 １２

４ 人

一時金（１人当たり） ８０,０００ 円

(3) 中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程又は特別支援学校中学部に入

(2) 小学校、義務教育学校前期課程又は特別支援学校小学部に入学した奨学生

総 数

継 続 ０ 人

新 規 ４ 人

計

人

一時金（１人当たり） ５０,０００ 円

(4) 高等学校、中等教育学校後期課程、高等専門学校又は専修学校高等課程及び特別支援

学した奨学生

総 数

継 続 １２ 人

新 規 １ 人

計 １３

人

一時金（１人当たり） ５０,０００ 円

(5) 大学、大学院、専修学校専門課程に入学した奨学生又は高等学校専攻科及び高等専門

学校高等部に入学した奨学生

総 数

継 続 ２１ 人

新 規 ２ 人

計 ２３

人

一時金（１人当たり） ２００,０００ 円

(6) 諸外国の大学又は大学院に入学した奨学生

学校４年生に進級した奨学生

総 数

継 続 ２２ 人

新 規 ３ 人

計 ２５

総 数

継 続 ０ 人

新 規 １ 人

計 １ 人

一時金（１人当たり） ３００,０００ 円

総括表

区 分 園児等 小学生 中学生 高校生 大学生等 海外留学生 計

継 続 ０ ０ １２ ２１ ２２ ０ ５５ 人

新 規 １２ ４ １ ２ ３ １ ２３ 人

１ ７８ 人

区 分 園児等 小学生 中学生 高校生 大学生等 海外留学生

計 １２ ４ １３ ２３ ２５

計

３０年度 １２ ４ １３ ２３ ２５ １ ７８ 人

５ 人

- ７３ 人

増減 １２ ０ △ 8 △ 4 4 1

２９年度 - ４ ２１ ２７ ２１
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( 千円）

( 千円）

( 千円）

第２　生活指導相談事業 4,444

１「ふれあい」の発行

備 考

平 成 30 年 4 月 15 日
ふれあい春季号

6,200
* 奨学生家庭、同ＯＢ家庭、

役員、評議員、奨学生選考

委員、支援金支給審査委

員、全国警察機関、各種協

力団体、各被害者支援セン

ター及び寄付者等に配布

し、基金事業に対する理解

と社会連帯共助の精神的基

盤の確立を図ろうとするも

のである。

No.１４２

平 成 30 年 7 月 1 日
ふれあい夏季号

6,200
No.１４３

平 成 30 年 10 月 1 日
ふれあい秋季号

6,200
No.１４４

平 成 31 年 1 月 1 日
ふれあい新年号

6,200
No.１４５

計 ４ 回 24,800

発 行 年 月 日 号 数 発行部数

平 成 30 年 6 月 20 日 No.１２０ 300
* 奨学生家庭、警察庁、全国

警察本部犯罪被害給付事務
担当課に配布し、意思の疎
通と事務処理の迅速、適正
を期そうとするものであ
る。

平 成 31 年 2 月 1 日 No.１２１ 300

２「事務局ノート」の発行

発 行 年 月 日 号 数 発行部数 備 考

第３　奨学生等調査事業 377

１　関係機関の協力を得て、凶悪事件等の実態調査をし、奨学生選考の資料とする。

２　奨学事業等に関する実情調査を現地に出張して行う。

第４　支援金支給事業 12,000

計 ２ 回 600

３　ふれあい相談活動

奨学生や保護者からの意見、要望、悩みなどの生活相談に積極的に対応するとともに、

　近況報告等でいただいた意見、希望、要望等を基金事業の推進・改善等の参考とする。

犯給法等公的給付の対象外となった犯罪被害者等であって、現に著しく困窮しており、社

会連帯共助の精神に則り特別な救済を図る必要があると認められる者に対して、支援金を支

給して経済的負担の軽減を図る。
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( 千円）

( 千円）

１ 全国被害者支援ネットワーク等と共同開催する「全国犯罪被害者支援フォーラム2018」

　の開催費用の一部を負担する。

２ 犯罪被害者団体ネットワーク主催による「犯罪被害者週間全国大会」の協賛として大会

　経費の一部を負担する。

３  被害者支援センター等における相談員の育成強化を図る。

  (公認心理師国家資格取得費用)

第５　広報・啓発活動事業 2,020

基金事業の概要、被害者等の声等を掲載した小冊子「明日の笑顔のために」及びポスター

を作成し、警察関係機関、都道府県市区町村、被害者支援団体、関連団体等に配布し潜在奨

学生の絶無を期するとともに基金事業に対する理解と犯罪被害者等に対する支援をお願いす

る。

第６　助成事業 3,936
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